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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は、1)環境汚染防止などを対象とした旧来の環境規制ではなく、成長分野の環
境ビジネスを規 制する枠組み、2)規制と規制される側の企業間の相互作用、3)日本企業にとってのマネジメント・モ
デルを、明らかにしたことである。本研究の特色は、 「環境政策」と「企業経営」の二分野を横断する学際的な手法
をとることと、公益と経済の持続的発展の両立を考察することであるが、 政策とビジネスに様々なインプリケーショ
ンを与えることが期待される。  また、多くの事例研究と参与観察を実施した。  本研究の具体的な成果は、著書2冊
、経済雑誌への投稿9件、招待講演23件であった。

研究成果の概要（英文）：The outcomes of this research project are the followings: 1)To identify the 
framework to analyze the clean tech companies not only as strongly regulated companies bust as growing 
ones, 2) To identify interactive activities between government and/or government agencies, and regulated 
companies, 3) To identify management model for Japanese clean tech companies. The characteristics of this 
research are interdisciplinary method of environmental policy and business management, and making a good 
balance between public interest and profit. Various implications are expected from the outcome of the 
research.
 The products from the research are two books, nine postings to the economic journals, twenty-three 
invited lectures, and many case studies have been done during the project period.

研究分野： ベンチャー経営
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１．研究開始当初の背景 
 研究代表者は、2007 年から 2 年間、日本、
米国、欧州、アジア約 150 社の環境ベンチャ
ーを調査してきた。各社の企業理念、基盤技
術、差別化の要因について分析し、A)「環境
問題」というキーワードの下に多様な産業の
融合が起きていること、B)規制変化の先取り
に事業機会があること、C)グローバル化が進
んでいる分野が拡大していること、D)イノベ
ーションの担い手としてベンチャー企業の
役割が重要であること、E)環境保護と経済発
展の両立が志向されていることなどの知見
を得た。これらの研究結果を「次世代環境ビ
ジネス」（日本経済新聞出版）という学術書
にまとめ、2009 年 1 月に出版した。 
 その後、研究代表者は平成 22 年度から 24
年度まで科学研究費の助成を受けて、「環境
ベンチャーにおける効率的なマネジメント
に関する研究」というテーマを取り上げてき
た。先端技術の活用、ビジネスモデル構築、
マーケティング、組織運営などの側面からの
環境ビジネス・マネジメント手法が研究対象
である。 
 この研究において、グローバリゼーション
後に見られた経済目標の三つの修正、すなわ
ち、A)成長追及の修正、B)集中したシステム
の修正、C)規制マネジメントの修正が、環境
ベンチャーの経営に深く関連しているとい
う知見を得た。 
 なかでも、規制のマネジメントが大きな比
重を占めるため、図 1 のようにそのテーマを
深化させることが本研究の目的である。また、
ベンチャー企業だけでなく大企業ビジネス
も本研究のテーマであることから、研究対象
に社内ベンチャーも含めている。 
 
２．研究の目的 
本研究は、再生可能エネルギー、新素材・

ナノテク、水・空気浄化、リサイクル、製造、
ロジスティックス、情報ソリューションなど
の分野でビジネスを行う「環境ビジネス」企
業が規制をマネジメントする枠組みを明ら
かにすることを目的とする。 
本研究で明らかにしようと考えているポ

イントは、1)環境汚染防止などを対象とした
旧来の環境規制ではなく、上記の新しい分野
の環境ビジネスを規制する枠組み、2）規制
と規制される側の企業間の相互作用、3）日
本企業にとってのマネジメント・モデルであ
る。 
本研究の特色は、「環境政策」と「企業経

営」の二分野を横断する学際的な手法をとる
ことと、公益と経済の持続的発展の両立を考
察することであり、政策とビジネスに様々な
インプリケーションを与えることが期待さ
れる。 
 
 
 
 

図 1 規制のマネジメントと規制・企業の相
互作用 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．研究の方法 
本研究は、研究代表者が行ってきた環境経

営論、技術ベンチャー経営論、産学連携論、
組織マネジメント論に関する研究を融合す
る形で、環境ビジネスと規制の全体構造とそ
れらのマネジメントプロセスを調査・検証す
るという学際的な研究である。 
具体的には、先行研究、1 次資料（インタ

ビュー調査や内部資料の渉猟など）、2次資料
（各種統計資料など）の広範な探索により理
論的な分析フレームワークを構築する。その
分析フレームワークに即して、複数の事例を
対象とする詳細な定性的研究と定量的研究
を併用する。演繹的に導出される理論に依拠
しつつ、詳細な事例研究と定量的研究を併用
する研究スタイルは、仮説発見型と仮説検証
型の利点を融合したものといえる。さらに、
本研究の方法論上のもう一つの特徴は、事例
研究と参与観察を併用することである。 
研究に必要な調査分野は次の通りである。

a)環境規制の整理・分析、b)企業にとっての
環境規制マネジメント要素の分析、c）環境
ビジネスと規制の関係における暗黙知の形
式知化、d）環境ビジネスの事例研究・参与
観察。 
 

図 2 研究組織の全体像 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
 本研究は、1)環境汚染防止などを対象とし
た旧来の環境規制ではなく、成長分野の環境
ビジネスを規 制する枠組み、2)規制と規制
される側の企業間の相互作用、3)日本企業に
とってのマネジメント・モデルを明らかにす
ることができた。本研究の特色は、 「環境
政策」と「企業経営」の二分野を横断する学
際的な手法をとることと、公益と経済の持続
的発展の両立を考察することであるが、 政
策とビジネスに様々なインプリケーション



を与えることが期待される。  また、多くの
事例研究と参与観察を実施たし。  本研究の
具体的な成果は、著書 2冊、経済雑誌への投
稿 9件、招待講演 23 件であった。 
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